
人 生 黛さけ 事に は じ ま り黙さけ事に お わ る

就職部就職課課長補佐 中島 茂

故小野村資文 館長 との出合 いは昭和44年3月 私 が本学図書館に奉職 したばか りの春。 なかな

か個性 的で気骨のある人 との印象 であ った。

それ以来17年 、館長 の愛 したものは,酒 と髭 と稀観書の イメー ジが強 い。

特に酒の収集 は、趣味の域 を脱 し、本格 的に取 り組んでお られた ようだが 、それに して もこ

れだけ素晴 らしい種類 を ものに してい るとは、現物 を見 るまで想像 もつか なか った。1本1本

の収 集に、あ りし日の小野村館長の顔 がオーバー ラ ップ して、話 しかけ て くるような気が して

な らない。

館長 の収集方針 は、同 じ品 を2本 入手 しその1本 を味わい、他 の1本 を保存す る方法である。

本人の収集意 図が明確に表現 されている。特に 、全体 の3分 の2を 占め るウイスキーには情

熱 を傾 けていただけに感銘す る品が 多い。聞けば若い頃か ら酒に興味 を持 ちは じめ、30代 に入

ってか ち本格的に集めだ した ようである。

ウイスキー ひ とつ とって も、世 界には いろんな タイプの ものが ある。 スコッチ(モ ル ト ・ブ

レー ン ・ブ レンデ ッ ド)ア イ リッシュ、ア メ リカン、バ ーボン、テネシー、 コー ン、カナデ ィ

アン、etc… …… それぞれの風土が生んだ、歴史が生 んだ、約500ボ トル。

収集の 多 くは 、私 どもが見慣れ た ものだが、 自分 の舌 と、喉で とらえた ものだけに何か しら

哀歓があ る。

故 人 と酒の席で話 したこ とだが 、感収集の1本1本 に楽 しさ もあ り、悲 しさ もあ り、思 い出深

い ものばか りだ ……"遊 びの世 界の表裏 をいつ も感 じさせて くれ るものだ と。

"まだ まだがんば らねば"と 言
っていた館長。今後 もず っと収 集の軌跡 を引いて欲 しか った

のに、かえすがえす も惜 しい人を失 った ものである。

背広の上着 ポケ ッ トに片手 をつ っこんだあ りし日の姿 を思い浮かべ る と、思わず呼び た くな

る。

亡 くな られてか ら1ヶ 月、早い ものである。 それに して も1人 の人間の生 きざまをこの よう

な形で残す こ とが できる とは 、特定 の品を数 多 く収集す ることはだれにで もそ う簡単にで きる

ことではない。

な き館長 の素晴 らしいコレクション を見るたびに公子夫人の深 い愛情に頭の下 る思いである。

合掌。
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